
台風第19号に伴う排水樋管（堤防を横断
する水路）等に関する説明会

和泉小学校 午前10時から

第六小学校 午後２時30分から

令和元年11月９日
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次 第

〇 開 会

〇 市からの説明

１ 台風第19号の概要等について

２ 排水樋管の概要と操作状況について

３ 今後の対策について

４ 被災に伴う各種減免制度等について

〇 閉 会
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狛江市内の被害状況

(1)人的被害

・被害なし

(2)住家被害

・床上浸水 101棟

・床下浸水 191棟

(11月6日現在）

(3)罹災証明書等

申請受付件数

・罹災証明書 170件

・被災届出

受理証明書 29件

(11月6日現在）
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各避難所の開設状況等について
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各避難所の開設状況等について

5



気象概要

・台風第19号は12日19時前に大型で強い勢力で伊
豆半島に上陸した後、関東地方を通過し、13日
12時に日本の東で温帯低気圧に変わりました。

・台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空
気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方
を中心に広い範囲で大雨となりました。

（京浜河川事務所ホームページより）
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気象概要

・10日からの総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリ

に達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミ

リを越えました。

・この記録的な大雨により、12日15時30分に静岡

県、神奈川県、東京都、埼玉県、群馬県、山梨

県、長野県の７都県に、12日19時50分に茨城県、

栃木県、新潟県、福島県、宮城県の５県、13日

０時40分に岩手県に特別警報を発表しました。
（京浜河川事務所ホームページより） 7



狛江市の気象警報等発令状況
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降雨状況（多摩川流域）
※この情報は速報であり、数値等は変わることがあります。

京浜河川事務所
ホームページより
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多摩川の水位比較

京浜河川事務所
ホームページより
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樋管の役割について

・多摩川の水位が上昇した際、樋管を閉め多摩川

の水が市内に逆流するのを防ぐための施設。

・但し、市内に雨が降っている場合は、その降雨

により市内に水が溜まってしまうため、樋管を

閉めることでかえって水害を引き起こしてしま

う恐れがある。
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樋管を閉じると
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六郷排水樋管

・狛江市の一部及び調布

市の一部の区域の雨水

排水を受持っている。

・流域面積は、約260ha

(内 狛江市分約18ha)
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六郷排水樋管（写真）
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猪方排水樋管

・狛江市の一部の区域

の雨水排水を受持っ

ている。

・流域面積は、約95ha
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猪方排水樋管（写真）
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六郷排水樋管の操作状況

日時 対応状況

10月12日
12：00

職員が樋管に常駐を開始。降雨があり、多摩川への流れが
あったため、開門のままとした。

15：10 消防団に待機を依頼。

16：00
常設ポンプ及び消防団ポンプ車にて排水作業開始。根川から
多摩川への流れが確認できたため、樋管は閉めていない。

18：00
六郷さくら通りの冠水範囲が広がっていること消防団のポン
プ車が増えたことにより、樋管を一旦閉め排水作業を行う。

18：20 冠水範囲がさらに広がったため、樋管を開け排水作業を継続。
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六郷排水樋管の操作状況

日時 対応状況

19：30
石原の水位観測所水位が６ｍを超えたため、安全を考慮し
て職員は退避。引き続き降雨が見込まれたこと、多摩川へ
の流れが確認できたことにより、開門のままとした。

23：00 市内の雨が小康状態となったため、閉門し常設ポンプにて
排水を開始。その後多摩川の水位を監視しながら開門した。

10月13日
2：50 冠水解消
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猪方排水樋管の操作状況

日時 対応状況

10月12日
14：30

職員が樋管に常駐を開始。降雨があり、多摩川への流
れがあったため、開門のままとした。

16：00 消防団に待機を依頼。

19：30

石原の水位観測所水位が６ｍを超えたため、安全を考
慮して職員は退避。引き続き降雨が見込まれたこと、
多摩川への流れが確認できたことにより、開門のまま
とした。
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猪方排水樋管の操作状況

日時 対応状況

10月13日
0：30

市内の雨が小康状態となったため、閉門し消防ポンプ
にて排水を開始。

2：30 多摩川の水位が下がったため、開門した。

2：45 冠水解消
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降雨状況及び多摩川水位

年月日 時 間
時間別降雨量
（mm）※1

累計雨量
（mm）

多摩川石原水位
（ｍ）※2

令和元年10月11日（金）
～12日（土）

17：00
～4：00 15.5

令和元年10月12日（土）

5：00 0.5 16.0 1.02
6：00 8.5 24.5 1.03

7：00 11.0 35.5 1.71

8：00 8.0 43.5 2.23
9：00 21.0 64.5 2.84

10：00 14.0 78.5 3.14
11：00 13.5 92.0 3.41

12：00 8.5 100.5 3.76
13：00 11.5 112.0 4.05 21



降雨状況及び多摩川水位

年月日 時 間
時間別降雨量
（mm）※1

累計雨量
（mm）

多摩川石原水位
（ｍ）※2

令和元年10月12日（土）

14：00 38.5 150.5 4.37

15：00 24.0 174.5 4.72

16：00 31.5 206.0 5.03

17：00 11.5 217.5 5.46

18：00 15.5 233.0 5.77

19：00 19.0 252.0 6.00

20：00 14.0 266.0 6.02

21：00 28.5 294.5 6.21
22：00 3.5 298.0 －
23：00 1.0 299.0 6.24
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降雨状況及び多摩川水位

年月日 時 間
時間別降雨量

(mm）※1
累計雨量

（mm）
多摩川石原水位

（ｍ）※2

令和元年10月13日（日）

0：00 0.5 299.5 5.79

1：00 0.0 299.5 5.47

2：00 0.0 299.5 5.21

3：00 0.0 299.5 4.88

4：00 0.0 299.5 4.62

※１ 時間別降雨量：狛江市役所雨量計データによるもの（時間は、表示している時間の前１時間のデータ
である。12：00と表示のあるものは、11：00から12：00までの１時間となる。）

※２ 多摩川石原水位：国土交通省が観測している多摩川の水位で、調布市多摩川三丁目（多摩川原橋下流
200ｍ）の水位である。水防団待機水位が4.00ｍ、はん濫注意及び避難判断水位が4.30ｍ、はん濫危
険水位が4.90ｍ、計画高水位が5.94ｍとなっている。
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都内の24時間雨量観測史上１位の値

（気象庁ホームページより抜粋） 24



平成19年 台風第９号
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令和元年 台風第19号
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浸水原因

・多摩川の水位が上昇したことに伴う、市内の排
水不良によるものと思われる。

・浸水が発生した場所は分流区域で、雨水は排水
樋管を通して多摩川に放流している。流出先の
多摩川の水位が高くなったことにより、管内の
雨水が排除できず、行き場を失った雨水が市内
にあふれ、また多摩川の河川水が逆流したもの
と思われる。
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排水樋管を閉めた場合に貯留できる量（概算）

・各排水樋管とも樋管を閉めた場合、概算で約20mm

相当の雨量を管内に貯留できることが想定され

る。

・この概算値を基に各排水樋管における貯留量を計

算すると、

六郷排水樋管 約52,000㎥
猪方排水樋管 約19,000㎥
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排水樋管を閉めた場合にあふれる水量（概算）

・道路冠水が発生する直前（12日（土）の16時と
想定）から降雨が小康状態となった23時までの
降雨量は、合計で93mmとなる。

・各樋管が受持つ排水面積からその間の総雨量を
計算すると、
六郷排水樋管 約133,000㎥
猪方排水樋管 約48,600㎥

となる。

29



排水樋管を閉めた場合にあふれる水量（概算）

・道路冠水が発生する直前に既に各排水樋管に貯留で

きる量は溜まっていると仮定すると、

・12日（土）の16時から23時まで樋管を閉めた場合、
六郷排水樋管では、約133,000㎥

（25ｍプール約380杯相当）

猪方排水樋管では、約48,600㎥

（25ｍプール約140杯相当）

この雨量が処理しきれず道路上等にあふれることが
想定される。
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現状の排水ポンプの能力（概算）

六郷排水樋管 常設ポンプ有り（２台）

２㎥／分×２台＝４㎥／分

猪方排水樋管 常設ポンプなし

消防団ポンプ車 １台あたり0.25㎥／分（実績値）

※現状の排水ポンプは、多摩川の水位が上昇し市内に降雨がない状

況で樋管を閉めた場合に、市内に溜まった雨水を排水するために使

用する目的で設置されているものである。
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計画流量に対するポンプについて（概算）

・各排水樋管での設計上の最大流量である計画流

量に対応するには、狛江ポンプ場に設置してあ

るポンプ能力（11㎥／分／台）でポンプの台数

を算定すると、

六郷排水樋管 計画流量1547.58㎥／分

⇒ポンプ台数約140台

猪方排水樋管 計画流量632.7㎥／分

⇒ポンプ台数約57台
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狛江ポンプ場
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狛江ポンプ場（写真）
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今後の対策について

・多摩川の水位を下げることが根本的な解決策で

あるが、今回起きた事象について原因を究明

し、対策について検討を進める。
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今後の対策について

・現時点では、ポンプ場を設置して多摩川に排水する
か、貯留施設を設置して一時的に貯めることが対策
として考えられるが、
六郷排水樋管の計画流量が約1,600㎥／分、
猪方排水樋管の計画流量が約700㎥／分と非常に
大きく、施設整備には莫大な費用と広大な用地
が必要になる。

・また、ポンプで排水する場合は、多摩川の管理
者である国土交通省との協議が必要となる。
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今後の対策について

・今回の台風では多くの自治体で狛江市と同じよ

うな浸水被害があったため、国土交通省が多摩

川流域の各自治体を取りまとめ、今後の対策等

について検討することを、狛江市として働きか

けていく必要がある。
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被災に伴う各種減免制度等について

・別添の資料をご覧ください。
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